








要約: 4p-症候群の自然歴を明らかにしトータルケアーの向上をはかるため本研究を行っ

た。 4p-の発生率は 1/58,000 程度と推測された。大半は新生例であった。均衡転座由来

例では出生前診断が有効であった。欠失の大きさと重症度とは関係なかった。先天性心奇

形(特に心房中隔欠損) ・癲癇を大半の症例で合併していた。生命予後は比較的良かった。

成長・発達は極めて不良であった。したがって、  4p-のケアーでは循環器・神経科を中

心とした医療と運動訓練を中心とした療育・遣伝相談とが重要である。


